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一般質問は
、

インターネ
ットで

見ることが
できます。
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今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成

24
年
度
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

牧
之
原
市
暴
力
団
排
除
条
例
の

制
定
、
牧
之
原
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議

案
７
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
６
月

18
・
19
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

10
人
が
当
面
す
る
課
題
に
つ
い

て
見
解
を
た
だ
し
た
。

Q　

市
民
等
か
ら
の
情
報
提
供

及
び
問
合
せ
に
対
す
る
行
政
の

対
応
は
如
何
考
え
て
い
る
の
か
。

（
鈴
木
ま
）

A　

市
と
警
察
署
は
、
条
例
制

定
後
合
意
書
を
締
結
し
、
情
報

提
供
や
相
互
の
連
絡
体
制
等
を

定
め
、
暴
力
団
排
除
活
動
に
取

組
む
。
一
般
情
報
は
市
が
対
応
。

犯
罪
に
結
び
つ
く
被
害
情
報
は

直
接
警
察
署
と
の
対
応
と
な
る
。

６
月
定
例
会

排除条例を可決

牧
之
原
市
暴
力
団
排
除

条
例
の
制
定

【
全
員
賛
成
可
決
】

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
討
論

　

４
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
臨

時
会
で
は
、
相
良
消
防
庁
舎
建

設
工
事
の
請
負
契
約
と
専
決
処

分
の
承
認（
市
税
条
例
の
一
部

改
正
）に
つ
い
て
の
２
件
が
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
17
日
に
も
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
消
防
車
両
の

売
買
契
約
２
件
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。

※
市
条
例
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
が
必
要
な
も
の
。

・
予
定
価
格
が
１
億
５
千
万
円

以
上
の
建
設
請
負
工
事

・
予
定
価
格
が
２
千
万
円
以
上

の
財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分

臨

時

会

相良消防庁舎建設工事の請負契約
　【工事概要】庁舎、車庫、訓練棟　等
　【契約方法】５者による制限付き一般競争入札
　【契約金額】５億１９０万円
　【契 約 先】佐藤工業㈱・㈱橋本組 特定建設工事共同企業体

消防車両の売買契約
①救助工作車
　【契約方法】指名競争入札
　【契約金額】１億５，９６０万円
　【契 約 先】日本機械工業株式会社 名古屋営業所

②災害対応特殊化学消防ポンプ自動車
　【契約方法】指名競争入札
　【契約金額】７，５４９万５千円
　【契 約 先】株式会社日消機械工業
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牧之原市暴力団
付託議案審査
主な審議内容を報告します

　

暴
力
団
に
よ
る
市
民
生
活
や

事
業
活
動
へ
の
介
入
を
防
ぎ
、

市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
内
に

お
け
る
社
会
経
済
活
動
の
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
制
定
す
る
。

　

主
な
質
疑
は

Q　

吉
田
町
と
同
じ
条
例
な
の

か
。

A　

基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

当
市
で
は
、
広
報
の
方
法
と
小

学
生
の
段
階
か
ら
暴
力
団
の
怖

さ
を
教
育
の
な
か
で
取
り
入
れ

た
。
こ
の
一
部
分
で
す
。

Q　

暴
力
団
を
市
民
生
活
か
ら

排
除
す
る
に
は
有
効
だ
が
、
暴

力
団
は
暗
躍
す
る
。
撲
滅
・
解

散
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
期

待
す
る
の
か
。

A　

法
律
の
力
で
取
り
締
ま
り
、

抜
け
道
を
な
く
す
た
め
に
条
例

を
制
定
す
る
。
県
と
市
で
、
抜

け
道
を
狭
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
。

　

防
霜
フ
ァ
ン
受
益
者
か
ら
の

分
担
金
徴
収
条
例

　

主
な
質
疑
は

Q　

個
人
で
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
な
い
の
か
。
面
積
の
制

限
は
あ
る
の
か
。
組
合
員
が
市

外
の
人
で
も
良
い
の
か
。
飛
び

地
で
も
、
合
計
面
積
が
条
件
の

面
積
以
上
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る

の
か
。

A　

面
積
は
、
目
安
と
し
て
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
。
組
合
員
は

３
名
以
上
。
市
外
の
人
で
も　

続
地
な
ら
可
能
。
飛
び
地
に
つ

い
て
は
、
協
議
を
し
て
進
め
て

い
る
。

Q　

補
助
対
象
と
な
る
物
は
、

ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

A　
「
フ
ァ
ン
だ
け
の
交
換
」、

「
支
柱
だ
け
」、「
本
体
と
付
属
の

す
べ
て
を
替
え
る
」な
ど
場
所

に
よ
っ
て
色
々
で
、
個
々
に
聞

き
取
り
を
し
て
要
望
を
拾
い
上

げ
て
い
る
段
階
で
す
。
電
線
だ

け
と
い
っ
た
本
体
の
付
属
だ
け

は
対
象
外
と
な
る
。

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
外
国
人

住
民
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適

用
対
象
と
な
る
。
そ
れ
に
伴
い

条
例
の
改
正
行
う
。

　

主
な
質
疑
は

Q　

外
国
人
登
録
手
数
料
300
円

が
入
ら
な
く
な
る
が
、
減
収
の

見
込
は
。

A　

住
民
票
に
替
わ
る
た
め
減

収
に
は
な
ら
な
い
。

　

付
託
さ
れ
た
４
議
案
す
べ
て

に
お
い
て
討
論
は
な
く
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災

居
住
用
財
産
の
敷
地
に
係
る
譲

渡
期
限
の
延
長
の
特
例
。

　

今
ま
で
は
３
年
で
あ
っ
た
が

７
年
に
延
長
さ
れ
る
。

　

質
疑
・
討
論
は
な
く
、
１
名

欠
席
で
あ
っ
た
が
採
決
の
結
果

出
席
者
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

牧
之
原
市
暴
力
団
排
除

条
例
の
制
定

牧
之
原
市
分
担
金
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

牧
之
原
市
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正

牧
之
原
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

委員長　　中　山　　　香

総 務 建 設
議案　４件を付託

議案　１件を付託

委員長　　鈴　木　千津子

文 教 厚 生
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問　
事
業
採
択
要
件
が
緩
和
さ

れ
た
国
庫
補
助
事
業
が
新
設
さ

れ
た
。
市
担
当
部
署
の
努
力
で

県
下
唯
一
予
算
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
は
評
価
し
た
い
。
先
例
が

な
く
基
準
づ
く
り
が
難
し
い
と

推
察
さ
れ
る
。
組
合
員
全
員
の

同
意
が
必
要
か
。

答　
実
施
主
体
は
市
で
あ
る
。

最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

組
合
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答　
茶
業
会
議
所
の
理
事
と
し

て
、
茶
業
振
興
議
員
連
盟
と
共

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。
基

金
制
度
は
実
現
し
て
い
な
い
が
、

生
産
安
定
指
針
や
お
茶
振
興
法

が
成
立
し
た
。
果
樹
対
策
支
援

事
業
と
し
て
、
お
茶
の
改
植
や

台
切
更
新
に
も
国
庫
補
助
金
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　
上
海
市
閘
北
区
と
の
交
流

に
よ
り
、
牧
之
原
茶
の
販
路
拡

大
を
い
か
に
推
進
し
て
い
く
の

か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
議
論
で
は
な
い

が
リ
ス
ク
は
な
い
の
か
。

答　
マ
イ
ナ
ス
面
は
極
力
少
な

く
す
る
。
中
国
は
世
界
一
の
貿

易
相
手
国
で
も
あ
り
、
資
金
も

潤
沢
で
あ
る
。
商
取
引
の
情
報

を
茶
商
に
提
供
し
、
企
業
進
出

し
て
い
る
会
社
や
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
を
対
象
に
販
路
拡

大
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
。

問　
風
評
被
害
は
１
年
だ
け
で

は
な
い
。
事
故
前
の
価
格
に
戻

る
ま
で
補
償
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
補
償
は
理
解
す
る
一
方
、

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
と

の
疑
念
を
持
た
れ
る
心
配
も
斟

酌
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
在
庫
を
一
掃
し
た
今
年
は

高
値
を
期
待
し
た
が
、
一
茶
二

茶
と
も
に
過
去
最
低
で
あ
る
。

そ
の
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考

え
る
か
。

答　
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
以
外
に
は
考
え
ら
れ

な
い
。
損
害
賠
償
に
よ
り
在
庫

処
分
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

茶
商
が
鹿
児
島
茶
を
大
量
に
仕

入
れ
て
販
売
し
た
こ
と
に
大
き

な
不
満
が
あ
る
。

問　
茶
価
安
定
基
金
制
度
の
創

設
や
お
茶
の
流
通
調
整
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

市政を問う
10人が
質問

一般質問

問
　

風
評
被
害
へ
の
賠
償
請
求
の
継
続
は

答
　

農
家
自
ら
が
販
路
を
拡
充
す
る
知
恵
が
大
切

中野 康子 議員

問　防霜ファンの更新への取組み方針は
答　事業要望を取り纏め積極的に支援

厳しい茶業環境の中、摘採に励む
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一般質問
川島 啓司 議員

問　
多
く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、

こ
の
７
年
間
で
、
ど
れ
だ
け
の

課
題
解
決
を
し
た
の
か
。
そ
の

検
証
は
し
た
の
か
。

答　
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

や
企
業
誘
致
、
施
設
の
耐
震
化

整
備
、
榛
原
総
合
病
院
の
指
定

管
理
者
へ
の
移
行
、
浜
岡
原
発

の
課
題
な
ど
に
タ
イ
ム
リ
ー
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

検
証
は
、
お
で
か
け
ト
ー
ク

で
の
市
民
と
の
意
見
交
換
や
市

民
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。

問　
未
だ
課
題
解
決
で
き
な
か

っ
た
も
の
は
、
何
が
原
因
か
。

答　
庁
舎
や
各
種
施
設
の
統
合
、

一
市
二
制
度
の
一
部
事
務
組
合

に
つ
い
て
は
課
題
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
財
政
状
況
や
市
民
感

情
、
構
成
市
町
の
状
況
な
ど
の

原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
解
決
に

向
け
、
関
係
者
・
関
係
市
町
と

協
議
し
て
い
く
。

問　
通
学
路
で
歩
道
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
所
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。
今
後
の
整
備
予
定

は
ど
う
か
。

答　
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
通
学
路
は
、
82
％
に
の
ぼ
る
。

危
険
な
箇
所
を
確
認
し
、
県
道

は
必
要
に
応
じ
て
整
備
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
中
学
生
の
自
転
車
通
学
道

路
は
安
全
か
。

答　
５
割
の
生
徒
が
自
転
車
通

学
を
し
て
い
る
。
学
校
周
辺
道

路
は
、
自
動
車
の
進
入
の
時
間

制
限
も
し
て
い
る
が
、
全
て
の

道
路
が
安
全
と
は
言
え
な
い
。

　

今
後
も
、
生
徒
に
交
通
安
全

教
室
の
実
施
や
、
教
職
員
、
保

護
者
に
よ
る
立
哨
活
動
、
地
域

の
皆
様
の
協
力
な
ど
も
お
願
い

し
て
い
く
。

問　市長就任後７年間の総括は
答　幸福実現都市を目指し、取り組んできた

問
　
通
学
路
は
安
全
で
あ
る
か

答
　
危
険
を
伴
う
場
所
も
ま
だ
あ
る

安全な通学路を望む
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一般質問
名波 富幸 議員

問
　

中
国
宜ギ

興コ
ウ

市
、
上
海
市
閘ザ

ー

北ベ
イ

区
訪
問
の
成
果
は

答
　

教
育
、
観
光
等
民
間
主
導
の
交
流
を
支
援
し
て
い
く

上海茶文化祭にて牧之原茶のＰＲ

　

牧
之
原
市
も
合
併
以
来
人
口

の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
時
、
ま
ち
を
活
性
化
す

る
に
は
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

市
で
は
地
域
外
交
係
を
新
設

し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
費
931
万
１
千
円
の
予
算
を

計
上
し
、
中
国
を
中
心
と
し
た

就
航
先
と
の
交
流
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
宣
興
市
、
閘
北
区
に

大
訪
中
団
を
派
遣
し
た
経
緯
、

取
り
組
み
、
成
果
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

問　
市
の
地
域
外
交
を
今
後
ど

の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
。

答　
継
続
的
な
友
好
関
係
を
い

か
に
保
ち
発
展
的
な
事
業
展
開

を
推
進
し
て
い
く
。
環
境
、
経

済
分
野
は
民
間
主
導
の
交
流
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

牧
之
原
茶
の
販
路
拡
大
を
支
援

し
て
い
く
。

問　
市
の
ホ
テ
ル
、
観
光
施
設

等
受
け
入
れ
体
制
を
ど
の
よ
う

に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

答　
今
後
、
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
や
施
設
整
備
も
重
要
な
課

題
だ
。
観
光
関
係
者
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
早
々
に
検
討
し
て

い
く
。

問　
西
原
市
長
以
下
29
名
が
旅

行
費
用
そ
の
他
の
経
費
合
わ
せ

て
724
万
５
千
円
を
か
け
て
訪
中

し
た
。
ど
の
よ
う
な
成
果
が
得

ら
れ
た
の
か
。
費
用
対
効
果
は

ど
う
か
。

答　
宣
興
市
に
お
い
て
は「
観

光
及
び
教
育
等
に
お
け
る
友
好

交
流
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結
、

修
学
旅
行
生
派
遣
に
つ
い
て
は

７
月
、
８
月
に
約
200
名
が
当
市

を
訪
問
す
る
予
定
。

　

閘
北
区
で
は
翁
祖
亮
区
長
を

表
敬
訪
問
し
友
好
関
係
の
促
進

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
茶
業
振
興
協
議

会
と
帝
芙
特
国
際
茶
業
市
場
と

１
年
間
の
提
携
協
定
を
締
結
し

た
。
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
は

そ
れ
に
見
合
う
実
績
を
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
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一般質問
鈴木 正樹 議員

問　
市
は
、
発
災
後
の
避
難
所

整
備
を
ど
の
様
に
考
え
、
ハ
ー

ド
面
を
整
備
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

答　
人
命
の
安
全
を
優
先
し
た

応
急
対
策
や
避
難
対
策
を
講
じ

る
が
、
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

居
住
を
失
っ
た
人
た
ち
を
収
容

す
る
施
設
で
、
高
台
に
あ
る
耐

震
性
を
有
し
た
堅
牢
な
建
物
と

考
え
て
い
る
。

　

避
難
所
整
備
の
方
向
と
し
て
、

条
件
を
満
た
し
た
市
内
企
業
等

と「
緊
急
避
難
場
所
使
用
に
関

す
る
協
定
」を
結
び
、
市
民
の

安
全
確
保
を
図
る
。
ハ
ー
ド
整

備
で
は
、
長
期
の
停
電
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
へ

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
整
備

を
検
討
し
た
い
。

問　
小
堤
山
公
園
へ
の
交
付
金

事
業
に
よ
る
太
陽
光
発
電
施
設

等
の
照
明
整
備
を
提
案
す
る
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
被
災
時
、
長
期
の
停
電
が

予
想
さ
れ
、
太
陽
光
発
電
照
明

灯
整
備
に
よ
る
市
民
の
安
全
安

心
の
確
保
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
専
門
委
員
会
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　
県
教
委
か
ら
の「
通
学
路

の
安
全
点
検
を
求
め
る
通
知
」

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
か
。

答　
市
内
全
学
校
に
通
学
路
の

安
全
点
検
を
今
一
度
実
施
す
る

よ
う
指
導
し
た
。
各
学
校
と
も
、

交
通
安
全
や
不
審
者
対
策
等
総

合
的
に
見
て
通
学
路
と
し
て
指

定
し
て
い
る
。
大
き
な
変
更
は

な
い
。

　

安
全
点
検
で
通
学
路
の
課
題

は
、
要
望
は
歩
道
の
整
備
、
路

側
帯
の
幅
の
拡
張
、
川
沿
い
の

フ
ェ
ン
ス
設
置
、
通
学
時
間
帯

の
車
輌
進
入
禁
止
や
一
方
通
行

の
実
施
等
が
あ
っ
た
。

問　
通
学
路
な
の
に
横
断
歩
道

を
要
望
し
て
い
て
も
未
だ
に
設

置
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
教

委
と
防
災
課
の
連
絡
横
串
が
で

き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
要
望
さ
れ
て
も
警
察
で
の

交
通
安
全
会
議
で
10
件
中
多
く

て
３
件
の
み
の
設
置
状
況
。

問　避難所公園の照明に太陽光発電を
答　専門委員会で検討する　　

避難所における救援物資の衣料をより分ける人々

問
　
集
団
登
校
で
の
通
学
路
の
安
全
対
策
は

答
　
総
合
的
に
最
も
安
全
性
の
高
い
道
路
を

相良小通学路　横断歩道なしの５差路
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一般質問
良知 義廣 議員

問
　

海
水
浴
場
の
防
犯
防
災
対
策
は
大
丈
夫
か

答
　

現
場
で
警
察
等
と
連
携
を
と
り
対
応
を
図
る海開きした静波海水浴場

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
東

海
地
震
は
、
あ
る
日
突
然
発
生

す
る
。
も
し
、
海
水
浴
シ
ー
ズ

ン
に
発
生
し
た
ら
ど
う
す
る
の

か
。
海
水
浴
場
の
暴
排
対
策
等

と
合
わ
せ
て
、
市
当
局
の
姿
勢

を
質
し
た
。

問　
８
月
１
日
施
行
の
暴
力
団

排
除
条
例
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、

防
犯
対
策
と
し
て
海
水
浴
場
に

お
け
る
運
用
を
ど
の
よ
う
に
図

る
か
。

答　
公
共
の
場
で
あ
る
海
水
浴

場
の
暴
力
団
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
退
去
命
令
等
の
根
拠
と
な

る
条
項
を
海
水
浴
場
駐
車
場
条

例
に
位
置
づ
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。
暴
力
団
に
多
い
入
れ
墨

を
し
た
者
等
の
具
体
的
な
運
用

は
、
警
察
と
連
携
を
と
り
、
現

場
で
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
海
の
家
の
運
営
に
は
、

暴
力
団
が
関
わ
ら
な
い
こ
と
を

経
営
者
に
誓
約
さ
せ
る
。

問　
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
に
欠
け

る
喫
煙
者
や
風
紀
を
乱
す
者
に

対
す
る
対
応
は
。

答　
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
の
禁
止

な
ど
を
放
送
で
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、
海
の
家
で
も
分
煙
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
て
も
ら
う
な
ど
の

対
応
を
図
る
。

問　
海
水
浴
客
、
特
に
県
内
外

の
地
理
に
不
案
内
の
者
に
対
す

る
津
波
避
難
対
策
は
。

答　
関
係
団
体
等
と
の
協
議
や

避
難
誘
導
看
板
を
設
置
す
る
な

ど
、
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を

分
か
り
易
い
よ
う
掲
示
し
、
関

係
者
に
は
自
己
避
難
を
含
め
、

周
知
・
誘
導
の
任
務
分
担
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問　
市
民
か
ら
、「
２
つ
の
海

水
浴
場
（
静
波
・
さ
が
ら
サ
ン

ビ
ー
チ
）
の
駐
車
料
金
を
統
一

で
き
な
い
か
」
と
い
う
声
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
今
年
度
の
利
用
状
況
を
勘

案
し
、
海
水
浴
場
運
営
委
員
会

で
協
議
し
た
い
。
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附属機関の名称 所管課

１ 浜松市国民保護協議会 危機管理課

２ 浜松市防災会議 危機管理課

３ 浜松市職員懲戒審査委員会 人事課

４ 浜松市特別職報酬等審議会 人事課

５ 浜松市公務災害補償等審査会 職員厚生課

　

数
多
く
あ
る
委
員
会
を
ど
の

よ
う
に
管
理
し
て
い
る
か
、
３

つ
の
視
点
か
ら
質
問
し
た
。

問　
市
の
全
て
の
委
員
会
は
、

ど
こ
の
部
署
が
管
理
し
て
い
る

か
。

答　
人
事
研
修
課
で
各
委
員
を

公
務
災
害
対
象
職
員
と
し
て
把

握
し
て
い
る
が
、
委
員
会
全
体

を
管
理
し
て
い
る
部
署
は
無
い
。

問　
委
員
報
酬
は
、
ど
の
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
委
員
報
酬
は
、
業
務
の
性

質
や
拘
束
時
間
等
を
考
慮
し
た

う
え
で 

「
牧
之
原
市
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」

で
定
め
て
い
る
。

問　
委
員
会
の
設
置
や
運
営
に

関
す
る
指
針
を
設
け
、
管
理
し

て
い
る
市
も
あ
る
。
当
市
も
委

員
会
の
設
置
、
統
合
、
廃
止
の

基
準
、
委
員
の
再
任
や
兼
務
の

制
限
な
ど
指
針
を
設
け
て
管
理

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
そ
の
よ
う
な
指
針
を
作
成

し
、「
附
属
機
関
等
の
一
覧
」

を
公
表
し
て
い
き
た
い
。

問　委員会の管理の仕方は
答　管理の指針を作り管理していく　　

一般質問
増田 伸三 議員

　

議
会
報
告
会
で
の
質
問
に
触

発
さ
れ
て
質
問
し
た
。

問　
議
会
報
告
会
で
は
、
財
政

に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
全
国
の
自
治
体
で
は
、
住

民
が
自
分
の
ま
ち
の
財
政
に
つ

い
て
学
ぶ
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
当
市
も
市
が
主
体
と
な
っ

て
市
民
と
財
政
白
書
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
市
民
が
市
の
財
政
運
営
・

財
政
情
報
を
理
解
し
、 

行
政
と

市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
は
自
治

基
本
条
例
の
趣
旨
に
か
な
っ
て

い
る
。
先
進
的
な
自
治
体
の
取

り
組
み
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

問
　
財
政
情
報
を
公
開
し
、
市
民
と
議
論
を

答
　
先
進
自
治
体
の
取
組
み
を
参
考
に
検
討
す
る 新潟県津南町の財政白書

浜松市の「附属機関等一覧」の一部
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一般質問
田村 兼夫 議員

　

ポ
リ
オ
予
防
接
種
が
今
春
も

行
わ
れ
た
。

　

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
二

種
類
あ
る
。

　

一
つ
は
、
従
来
の
生
ワ
ク
チ

ン
で
あ
り
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス

を
弱
め
て
接
種
し
、
人
体
に
抗

体
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。

　

他
は
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
を
完

全
に
殺
し
抗
体
に
必
要
な
成
分

だ
け
を
取
り
出
し
て
接
種
し
抗

体
を
作
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

弱
め
ら
れ
た
と
は
い
え
、
生

ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
、
生
き
た

ウ
イ
ル
ス
を
接
種
す
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
少
数
で
は
あ
る
が
、
発
生
し

て
い
る
。

問
　

今
春
の
予
防
接
種
は
問
題
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か

　
　
　

答
　

問
題
は
な
か
っ
た

　

一
方
、
ウ
イ
ル
ス
を
完
全
に

殺
し
て
作
る
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

に
は
、
こ
の
恐
れ
が
な
い
。
し

か
し
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
、
９
月
ま
で
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

不
安
で
は
あ
る
が
、
生
ワ
ク

チ
ン
を
今
接
種
す
る
か
、
そ
れ

と
も
、
６
、７
、８
月
ブ
ラ
ン
ク

は
生
ず
る
が
、
９
月
ま
で
待
つ

か
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
が
、

野
生
種
の
感
染
件
数
で
あ
る
。

問　
昭
和
56
年
以
降
国
内
で
の

発
生
件
数
は
何
件
か
。

答　
発
生
者
は
な
い
。
平
成
12

年
に
世
界
保
健
機
構
に
ポ
リ
オ

根
絶
の
報
告
を
し
て
い
る
。

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
が

生
き
て
い
る
の
で
感
染
の
危
険

性
も
あ
る
。
磐
田
市
で
は
、
ホ

ー
ム
ペ
―
ジ
で
接
種
を
見
合
わ

せ
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
た

こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
厚
生

労
働
省
の
見
解
も
あ
り
、
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
。

問　
一
般
に
予
防
接
種
の
接
種

率
は
、
75
～
80
％
と
聞
く
。
こ

の
予
防
接
種
で
は
、
50
％
強
で

あ
る
。
こ
こ
に
、
関
係
者
の
悩

み
が
あ
る
。
こ
れ
を
十
分
汲
み

と
っ
た
か
。

答　
事
前
に
丁
寧
な
説
明
が
し

て
あ
る
。
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静岡県

牧之原市市民

牧之原市

市民

申請
相談等

申請
相談等 経由

申請

許認可等 許認可等

一般質問
大石 和央 議員

　

昨
年
、
い
わ
ゆ
る
地
域
主
権

一
括
法
が
公
布
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
改
正
内
容
は
、

地
方
自
治
体
を
縛
っ
て
い
た
国

に
よ
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
、

も
う
一
つ
は
基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
で
あ
る
。

問　
一
括
法
に
つ
い
て
、
市
で

は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど
の

よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
の
か
。

答　
市
が
自
立
し
た
行
政
主
体

と
し
て
の
役
割
を
担
う
上
で
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
て

い
る
。
市
の
自
治
基
本
条
例
の

具
現
化
の
た
め
に
、
積
極
的
に

一
括
法
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。

問　
権
限
委
譲
及
び
条
例
制
定

権
の
拡
大
に
よ
る
市
行
政
と
市

民
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　
市
で
は
、
一
括
法
に
よ
り

多
数
の
例
規
整
備
が
必
要
と
な

る
。
課
題
は
権
限
委
譲
さ
れ
る

が
、
財
源
の
移
譲
が
伴
っ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

市
民
へ
の
影
響
は
、
例
え
ば
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
の
よ
う
に
、

自
治
体
で
各
種
申
請
の
受
付
や

許
認
可
の
判
断
な
ど
が
で
き
、

市
民
の
利
便
性
が
向
上
し
て
い

る
。

問　
地
域
主
権
改
革
等
は
市
行

政
事
務
の
自
由
度
が
増
す
と
い

う
こ
と
で
重
要
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
議
会
や
市
民
に
説
明
が
不

十
分
で
は
な
い
か
。

答　
議
会
へ
は
、
本
年
1
月
に

説
明
し
て
い
る
が
、
今
後
も
一

括
法
な
ど
の
市
へ
の
影
響
に
つ

い
て
随
時
説
明
し
て
い
く
。

　

ま
た
市
民
に
は
直
接
的
な
影

響
が
あ
る
場
合
は
説
明
し
て
い

く
。

問　
一
括
法
に
よ
る
市
へ
の
権

限
移
譲
は
様
々
な
分
野
に
及
び
、

重
要
性
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
を
一
覧
表
に
し
て
説

明
す
べ
き
だ
。

答　
一
覧
表
と
い
う
指
摘
が
さ

れ
た
が
、
わ
か
り
や
す
い
も
の

を
示
し
て
い
き
た
い
。

問　地方主権改革の説明が不十分ではないか
答　説明してきているが今後も随時説明する　

権限委譲のイメージ
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一般質問
粂田 幸一 議員

　

有
名
芸
能
人
の
母
親
の
生
活

保
護
利
用
問
題
に
乗
じ
、
生
活

保
護
全
般
へ
の
異
常
な
バ
ッ
シ

ン
グ
が
行
わ
れ
、
政
府
も
生
活

保
護
制
度
の
改
悪
を
加
速
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
国
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
「
最
後
の
安

全
網
」
で
あ
る
生
活
保
護
制
度

を
こ
ん
な
や
り
方
で
破
壊
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

問　
『
生
活
保
護
た
た
き
』
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
保

護
行
政
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
国
民
の
生
存
権
を
保
障
す

る
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

で
あ
る
事
を
ふ
ま
え
、
基
本
的

考
え
方
と
し
て
「
支
給
漏
れ
の

防
止
」「
不
正
受
給
の
防
止
」「
保

護
世
帯
の
自
立
支
援
」
の
三
つ

の
柱
の
も
と
適
正
な
保
護
に
努

め
て
い
る
。

　

今
年
１
月
、
札
幌
市
で
起
き

た
姉
妹
孤
立
死
事
件
、
２
月
の

さ
い
た
ま
市
の
一
家
３
人
餓
死

事
件
な
ど
、
い
た
ま
し
い
事
件

が
相
次
い
で
い
る
。
要
援
護
者

の
生
存
権
を
ど
う
守
っ
て
い
く

の
か
。

問　
必
要
な
人
に
手
が
届
い
て

い
る
か
。

答　
受
給
者
に
は
定
期
的
に
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
訪
問
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
の
民
生
委
員

の
協
力
を
得
て
日
々
の
状
況
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

要
援
護
者
の
把
握
と
適
切
な

支
援
は
重
要
で
あ
り
、
民
生
委

員
の
訪
問
活
動
や
適
正
な
面
接

相
談
を
通
し
て
、
生
活
保
護
漏

れ
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
業
者
等
の

連
携
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
地
域
住
民
の
見
守
り
が
不

可
欠
で
あ
り
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問
　

生
活
保
護
行
政
の
取
組
み
は

答
　『
三
つ
の
柱
』
で
適
正
な
保
護
に
努
め
る
　問　「餓死、孤立死」の防止対策は

答　見守りネットワークづくりを進める
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問　
こ
れ
か
ら
の
牧
之
原
市
の

お
年
寄
り
の
在
り
か
た
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答　
健
康
づ
く
り
は
結
果
が
す

ぐ
に
は
現
れ
ま
せ
ん
。
地
道
な

取
り
組
み
が
将
来
の
健
康
に
つ

な
が
り
、
医
療
費
や
介
護
の
削

減
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
静
岡
市
で「
Ｐ
Ｐ
Ｋ
運
動
」

を
推
薦
し
て
い
る
事
を
知
っ
て

い
る
か
。

答　
静
岡
市
の
Ｐ
Ｐ
Ｋ
体
操
は
、

数
年
前
か
ら
介
護
予
防
の
健
康

講
座
や
教
室
で
推
進
さ
れ
、「
で

ん
で
ん
体
操
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
も
の
と
お
聞
き
し
て

い
る
。

問　
で
ん
で
ん
体
操
の
目
的
は

身
体
体
操
に
よ
っ
て
医
療
や
介

護
に
か
か
る
時
期
を
遅
ら
せ
る

事
に
あ
る
と
思
う
が
。

答　
本
市
で
は
、「
健
康
増
進

計
画
」「
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
及
び
「
介
護
保
険
事
業
計

画
」
に
基
づ
い
て
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

毎
に
事
業
を
進
め
て
行
く
よ
う

考
え
て
い
る
。

問　
例
え
ば
で
ん
で
ん
体
操
で

１
万
円
の
費
用
が
掛
っ
て
も
将

来
そ
れ
以
上
の
社
会
福
祉
費
を

減
ら
せ
れ
ば
本
市
の
財
政
の
助

け
に
な
る
と
思
う
が
。

答　
特
に
高
齢
者
の
介
護
予
防

の
観
点
か
ら
取
り
組
む
運
動
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
き

が
い
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
、
筋
力
維
持
の
た
め
の
「
貯

筋
体
操
」
を
全
区
の
サ
ロ
ン
や

老
人
ク
ラ
ブ
で
実
施
し
て
い
る
。

問　
行
政
が
何
も
し
な
け
れ
ば

高
齢
者
に
掛
る
費
用
は
増
大
す

る
ば
か
り
か
と
思
う
が
。

答　
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
人
が

健
康
で
過
ご
す
為
に
運
動
は
欠

か
せ
な
い
要
素
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
健
康
を
維
持
、
増

進
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
期
的
な
検
診
な
ど
総
合
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

で
ん
で
ん
体
操
を
進
め
る
。

問　市民の健康を維持するには
答　でんでん体操で健康づくり

一般質問
澤田 隆弘 議員



平成24年  議会報告会を開催
榛原会場 相良会場

議会からの報告内容

会場での質疑応答（Ｑ＆Ａ）

①　平成24年度当初予算について
②　浜岡原子力発電所の永久停止に関する決議までの経過、被災地視察報告
③　議会基本条例と議会改革について

Ｑ 実質公債費比率が県下で一番悪いと言われている。歳入を増やすか、歳出を削らないと、平成27
年度までに17.9％の数字は達成できないと思う。どういった方法で達成するのか。

Ａ 市の説明によれば、10年間の基本計画をベースに戦略プランに載る事業を出来るだけ削り、借金
をせずに事業を行えば達成できるとのこと。

Ｑ 原発を停止することにより、雇用、経済的様々な我々の活動に関連することが起きると思うが、
今後どのようになるのか。

Ａ この地域の経済のことを心配する議員もいたが、市民の命をまず最優先に考え、決議した。

Ｑ 講師を呼んでの議会研修会場で、どんなことが指摘されたか。「市民との意見交換による政策提言
を図る」とあるが、今後どのような形で進められていくのか。

Ａ 市民の幅広い意見を吸い上げるため、議会の構成メンバーには若者や女性の議員も必要だと指摘
された。市民との政策提言を語ることは今までなかったが、それをどういう仕組みでやっていこ
うかという研究を今後始めていく。
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５月18日（金）　さざんか
参加者　88名

５月19日（土）　市史料館
参加者　109名



　議会報告会の会場において、アンケート調査を実施しました。197名の参加者のうち、169名
（回収率85.8％）の方から回答をいただきました。詳細は、ホームページをご覧下さい。

問１ 今回で 3回目の議会報告会ですが、あなた
の参加回数を教えてください。

今回の議会報告会について、開催日や時間
はどうでしたか。

今回の議会報告会について、報告内容はどう
でしたか。

次回の参加についてお聞きします。

今回の議会報告会について、進め方はどう
でしたか。

参加していただいた一番のきっかけを教えて
ください。 

■議会や市のことに
　興味があるから

■地区の役員なので

■知人に誘われて

■議員に誘われて

■その他

■未記入

■１回目

■２回目

■３回目

■良い

■普通

■悪い

■未記入

■良い

■普通

■悪い

■未記入

■参加したい

■参加したくない

■未記入

■良い

■悪い

■未記入

48％

59％

18％

7％

68％74％

73％

24％

74％

5％

2％

22％

18％

1％
7％

7％

6％
5％

28％

1％ 1％

32％

20％

問２

問３ 問４

問５ 問６

議会報告会 アンケート結果

　
議
会
活
動
に
つ
い
て

　
議
会
報
告
会
・

◦議会の現状と議会の方向性を市民が理解する上で取組み方が前向きであり、わかりやすい話でした。
今後も継続願います。市民の目に映る活動を望みます。
◦予算の説明で、パワーポイントをもう少し使用し、支出（歳出）のところをもう少し細かく。
◦人数が多く集まっているようなので、もう少し広いところでやったらどうか？または回数、会場を
増やすのはどうか？
◦行政側、事務局の報告を聞いているようで、議会でどう検討し、今後どうするのかわからない。
　常の活動内容、結果を今後は明確に知らせてほしい。
◦市の活性化に向けて大局的な考え方で、議会の運営をしていただきたい。

原
発
に
つ
い
て

◦原発永久停止の議会議決に双手をあげて賛成です。市の将来のために頑張って下さい。
◦福島原発の事故原因がはっきりするまで安全議論は出来ない→永久停止すべき。原発永久停止をつ
らぬいて欲しい。
◦国の判断が出ていない中で、決議はどうして？人災かも知れない。（国、東電）
◦原発停止（浜岡）になり、就業困難、営業収入低下者に対する市・県の考えは？

市議会に対してのご意見を、お書きください。　（主なものを抜粋しました）問７
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９月定例会の日程

3日㈪
10日㈪

18日㈫ 19日㈬
20日㈭
28日㈮

提案説明
本会議
一般質問
一般質問予備日
最終日

相良庁舎４階議場　９：００～
詳しいことは　議会事務局　　　　

電話 53-2650 へ

　

６
月
19
日
、
台
風
４
号
が
上
陸
、

県
内
で
も
暴
風
雨
と
な
り
広
い
範

囲
で
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。『
あ

じ
さ
い
台
風
』で
す
。
災
害
の
な
い

め
ぐ
み
の
雨
を
祈
り
ま
す
。

　

国
政
の
場
で
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」「
消

費
税
増
税
」「
大
飯
原
発
再
稼
動
」

な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
な
く
ら

し
に
関
す
る
問
題
が
争
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
づ
れ
も
大
多
数
の
国
民

は
反
対
し
て
い
る
。
原
発
再
稼
動

も
福
島
原
発
事
故
の
検
証
も
な

く
、
再
び「
安
全
神
話
」で
国
民
が

納
得
す
る
わ
け
が
な
い
。
６
月
29

日
、
20
万
人
が
再
稼
動
反
対
で
首

相
官
邸
前
に
集
ま
っ
た
。『
あ
じ
さ

い
革
命
』で
す
。
民
の
声
を
聞
い
て

政
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

議
会
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
始
め
ま
し

た
。
議
員
の
一
般
質
問
の
み
の
配

信
で
す
が
、
議
会
傍
聴
に
来
れ
な

い
人
な
ど
、
家
庭
に
居
な
が
ら
質

問
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
議
会
が
よ
り
身
近
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。	

（
粂
田
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
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一

中
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香　

鈴
木
千
津
子

増
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伸
三

編

後
記

集
ま
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の
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ら
議
会
だ
よ
り

６
月
定
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牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「まきのはら議会だより」は再生紙を使用しています。

　牧之原市ホームページのトップ画面から、「牧之原市議会」をクリック。次に、「議会中継」を
クリックしてご覧下さい。

・録画映像は、一般質問の行われた日からおおむね1週間後からご覧いただけます。
・本システムは、㈱メティウス（マキノハラＴＶ）との映像配信業務委託により、配信されます。
・配信期間は、配信から1年です。

※　配信されている映像及び音声は、牧之原市議会の公式記録ではありません。
※　まだ試行段階であり、一般質問の録画配信のみ行います。

＜議会改革への歩み　№3＞
（議会インターネット配信の見方）

牧之原市ホームページ 議会中継牧之原市議会

浜岡原子力発電所の津波対策工事の現場視察
（全議員）

　第88回全国市議会議長会定期総会において、この
ほど川島啓司議員が議員10年として永年勤続表彰を
受けられました。


